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　　　哲学秘話　何故の 女性哲学者なの か

山　下 　太　郎

　 A ． 処女 哲学者 ヒ ュ パ テ ィ ア の 死

　 こ れ ま で 私 は 、 次 の 二 人 の 女性哲学者 の 生 き ざま を記 して 来 た。 「哲 学秘 話」

と題 し 、

（1）デ カ ル トと王 女 ク リス テ ィ ナ

（2）ラ イ プ ニ ッ ツ とゾ フ ィ エ ・シ ャ
ー

ル ロ ッ テ

　そ の い ずれ もル ネ ッ サ ン ス 期 の 後 に現れ た高名 な哲学者 と 、 女性 との 組 み合

わ せ で あ る 。 む ろん女性 哲学者 の ほ うが主役 で あ り 、 最初に発 表 した の は 、 昨

春発行 の 同人雑 誌 『大 地 』29号 と
、 本年夏発行の 同 じく30号で あ っ た 。 『大 地 』

とい うの は 私 の 長 く勤 め た国立 静岡大学の 文理 ・
人 文学部OB の 作 っ た 雑誌 で 、

元教授 の 論 説 も載せ た文化誌 で ある 。

　「何故 の 女性 哲学者 なの か 」 に つ い て の 私 の 考え は 、女性 の 鋭い 直感力 が 事

態の 真相 を見抜 い て 、 そ の 対策の た め に力 を尽 す の ぞは な い か 、 とい うこ とで

あ っ た 。 そ れだ けに 、 最初の 旧原稿 を御 覧 にな っ た 日本ヤ ス パ ー ス 協会 の 林 田

新 二 理 事長 先生 が 、 協会 の 昨年 12月10日の 総会で 、 懇切 な御披露を賜 っ た と伺

っ て 感激 し た 。 私 は こ の 問題 の 締 め くく りと して 、
「カ ン トとヤ ス パ ー ス 」 を

取 り上 げ る予 定で い た の だ が 、 途 中で私 の 考え も変 えた。 まだ なお 、 女性哲学

者 の 代 表 と して 強調 しな くて は な らぬ事例 が
、 あ る こ とに気付 い た か らで あ る 。

　そ の 第
一

は 、最初 か ら私 の 念頭 に あ っ た もの で 、 序言 と して 付 け加 え る用 意

も し て い た 「処 女哲学者 ヒ ュ パ テ ィ ア の 死 の 真相」 で あ る 。 そ して 第二 は 、 日

本 ヤ ス パ ー ス 協会の た め に 、
こ の 連作 を書 くっ も りで あ っ た 根本 目的 の

、
厂レ

ギー ネ ・ オ ル セ ン の キル ケゴ ー
ル に尽 した働き」 で あ る 。

　「デカル トと王 女 （実は 女王 ） ク リス テ ィ ナ 」 を話題 に した 当初 か ら、 顧 問
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と して協 会の お役 に立っ た め に は 、 こ の テ
ー

マ を逸 して は な らぬ と心 に決 め て

い た 。 た だ こ の 二 件は三 部作の 最後 の 「カ ン トとヤ ス パ ー
ス 」 の 中で 触れ るこ

と に して い た の を、 今回思 い 直 し て 直接 の 表題 （柱 ） に して 、
「カ ン トとヤ ス

パ ー ス 」 は 再訂正 し た
。

　そ こ で 早 速 ヒ ュ パ テ ィ ア の 悲劇 か ら始 める が 、 時 は西暦 第五 世紀 前半か ら、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1）

第六 世紀の 初め に か けて で あ っ た 。

一 時新プ ラ トン 主義の 哲学者 た ち と 、 漸 く

公 認 され 始め た キ リス ト教徒 との 対立 が激化 して 、 新プ ラ トン 主義者 の 側 か ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛2）
の 『キ リス ト教駁 論』が 相次 い だ頃 、突然 ア レ クサ ン ドリア 学派 に属 す る ヒ ュ

パ テ ィ ア （Hypathia）の 死 が伝 え られ たの で ある 。

　 彼女 は 女性哲学者 と して の 直感 か ら、 こ の 際無用 の 対 立 を続 け る こ との 非 を

悟 り、 両 者の 間に 立 っ て そ の 和解 を奨 め よ うと健気 に も決意 を 固め て 、 そ の 実

行に 移 っ た
。

と こ ろが その 志 を誤解 した狂信 的な キ リス ト教徒 の
一

賤民 の 振 っ

た 刃 の た め に 、 あ た ら善意の 美女の 意図 は空 無に帰 し 、 彼 女 の 虐殺 され た 血 を

潔 め るすべ もなか っ た 、 とい う次第で あ る 。 両陣営 とも激昂 し始 め 、 あわや 内

乱 の 危機 も懸念 され る に至 っ た 。

　 ロ ー
マ 帝国は 東西 に 分裂 して 、 西 ロ

ー
マ 帝 国は既 に五 世紀 に滅 亡 し、 皇帝職

は 空位 の た め 、 こ の 混 乱の 収束は 不 可 能 と見 えた時 、 名君 と言 われた東 ロ
ー

マ

帝国 の 皇 帝が 、 こ の 難局 を打開するた め に立 ち上が っ たの で あ る 。 そ の 皇帝 ユ

ス テ ィ ニ ア ヌ ス
ー

世 （独 Justinianus　I，Flavinus　Anicius，
　c ．483〜 565）は 、 自ら

西 ロ ー
マ 帝国 の 帝位 を も引 き受 け 、 相対 立す る両者 を制 して 、

一
方 で は キ リス

ト教徒 の 暴走 を き び し く抑 え る と と もに 、新 プ ラ トン 学 派の 本拠で あ るア テ ナ

イ の 「ア カ デ メ イ ア 」 に対 して は 、 勅命 を も っ て そ の 閉鎖 を厳命 した 。

　 こ うして ヒ ュ パ テ ィ ア の 願 い は達成 され た けれ ども 、 学祖 プ ラ トン 以来一 千

年 も続い た 「ア カ デ メイ ア 」 の 学鐙 は 消 え、 残 っ た 学者た ちは東方 の ペ ル シ ア

（後 の イ ラ ン ）に逃れ る しか なか っ たの で あ る 。 西暦紀 元 529年 の 事 だ っ た 。

　B ． キル ケ ゴー
ル と レ ギー ネ ・オル セ ン

　ヤ ス パ ー
ス 協会 は 、 実存哲学 の 流れ を継い で い る 。 そ の 意味で は 、 是 非 とも

こ の 最 も代表的 な女性哲 学者 の 紹介を省 くわ け に は ゆ くま い
。 そ の 女性 とは 外
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な らぬ レ ギーネ ・オ ル セ ン で あ る 。 哲学者キル ケ ゴ ー ル の 求愛 を受 けて 、
一

旦

は 喜 ん で そ の 申 し出を承諾 した はず なの に
、

キル ケ ゴ ー ル の 方 か ら婚約解消を

告 げ られ て 、 泣 く泣 くそ の 要請 に従 っ た 、 とい う通説がま か り通 っ て い る

何 とい うこ とだ ろ う。 トン デモ ナ イ 噂だ。 私 は こ の 両人 に代 っ て 、 事の 真 相を

語 るこ とを 、 自身の 責務 と思 っ て い る 。 事実は全 くそ の 正 反対 なの だ 。

　哲学者 の セ ー
レ ン ・オー ピ ュ エ ・

キ ル ケ ゴ ー
ル （TS ¢ ren 　Aubye　Kierkegaard

，

1813〜 1855）はデ ン マ ー クの コ ペ ン ハ
ー ゲン （独 Kopenhagen

，
ケー ペ ン ハ ウン

TK ¢ benhavn 商人 の 港 の 意）の 富裕 な商人 の 子 に生 まれ 、
コ ベ ン ハ

ー ゲン 大学

で哲学 と神 学を修 め た 。 特異 な内容 の 卒業論文 『イ ロ ニ
ー

（Ironie）の 概念 』の

た め 問題 視 され 、 卒業 はで きた が 、 以後 も独特 の 言動 の ためキ リス ト教の 牧師

に な るこ と を許 され ず 、

一
介の 町 の 哲学者 で 終 わ っ た 。

　他 方 レ ギー
ネ ・オ ル セ ン （T 　Regine　Orsen）は 、 上流家庭 で 大切 に 育て られ 、

素直で 愛 ら しい 乙女 に 成長 して い た だけ に 、 彼 女の 両親 は 「婚約破 棄」 と聞か

され て 怒 り 、 娘 に即刻キル ケ ゴ ー
ル と離別 す る よ うに迫 っ た 。 こ の 時 の 彼女 の

態度が 重要 で あ る 。 キル ケゴ ー ル を恨 む で もな く 、 泣 き騒 ぐの で もな く 、 全 く

素直に 両親 の 言 葉 に従 っ た の で あ る 。 人 は これ を育ちの 良 さ と感 じ取 り 、 それ

が 当然の 態度 と思 うで あ ろ う。

　 と こ ろ が レ ギー ネの 本 心 は 決 ま っ て い た の で あ る 。
「これ に は何か理 由 が あ

るに 相違ない 」 と考 え 、 しば ら く様子 を見 よ うとしたの で ある 。

　そ れで は レ ギニ
ネは キル ケゴ ー

ル に 問い か けて 、 そ の 返事 を期待 して い た の

か とい うと 、 これ も違 うの で ある 。 彼女は離れ た位置か ら 、 相手 が 何をす るか

を 見つ め て い た の だ っ た 。 す る と先ず気 に なる の は 、 キル ケ ゴ ー
ル が 孤 独 で 考

え込 ん で い る こ とだ 。 キル ケ ゴ ー
ル は 「生 来憂愁 の 哲人 だ っ た 」 との 定評 が あ

る 。 しか し レ ギ ー ネ はそ ん な こ とを 問題 に した の で もある まい
。 孤独 な の は兄

や姉 た ちが揃い も揃 っ て 早 死 に した と聞い た 時 、彼女 は その こ とが憂愁 の 原 因

で は ない か 、 と思 い 始 め た の で あ る 。

　今 は誰 で も知 っ て い る こ とだ か ら簡単 に ま とめ る が 、 問題 は キ ル ケ ゴー
ル の 父

に あ っ た 。そ の 父 親は 出 自が貧 し く、少 年の 頃 ユ トラ ン ド （ユ ル ラ ン T 　Julland）

半 島の 西 北岸 リン グケ
ー ピ ン グ （TRingk ¢ bing）に近 い 荒野 で 羊飼い の 番 人 を
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務 めて い たが 、 飢 え と寒 さの た め に神 を呪 っ た こ とが あ っ た。 それ を長 じて も

永 く悔や ん で い る うち に 、 羊毛 の 商い で 巨富 を積 ん だ もの の
、 妻 を迎 えて 生 ん

だ子 た ち が 、 次々 に 早 世 して ゆ くの を見 て
、 遂に こ れ が 荒野 で神 を呪 っ た の に

対す る神罰 と思い 込む よ うに な る。 苦悩の あま り 、 次に 生 まれ たセ ー レ ン ・キ

ル ケ ゴ ー
ル に も洩 ら したか ら 、

セ ー
レ ン は こ れ を 「地震」の よ うに感 じた と告 白

して い る 。

　そ こ で 哲学者の セ ー レ ン は 、健康 上の 理 由か ら自分 自身 も兄姉 た ち と同 じ く

三 十 四 歳 ま で は 生 き られ まい と思 い 込 み 、 婚約者 の レ se
’
　一一

ネ に 悲 しい 想 い を さ

せ て は な らぬ と決意 して 、 破 約 の 挙に 出 た わ けで あ る 。 しか し 、 教養高 き彼 と

して は 神罰 を信ず る気 に もなれ ない の で 、 流石 は知恵 も文 才も抜群 の セ ー
レ ン

の こ とで あ っ た 。 自分 の 実名 をそ こ で は使 わず に 、仮名 （カ メイ 独 Pseudonym ）

を ふ ん だ ん に駆使 し て
、

レ ギー ネ に 諦め させ よ うと試 み始め た。 登 場人物に は 、

浮気者 の ドン ・ フ ァ ン や 、 堅ぶ つ の 道徳家な どの 例 を挙 げて
、 本 当は 自分 自身

が 至 らぬ 男だ と思い 込 ませ よ うとす る。
こ うして 遂に美的 ・倫理 的 ・宗教的な

「実存」（独 Existenz
，
　T 　existens エ グ ジ ス ダ ン ）の 三段 階が 有名 とな るに 至 っ た

（『人生 行 路の 諸 段階』や 『哲学的 断片 へ の 結 び と して の 非 学問的後書 き』参照 ）。

もっ とも同時発 表の 聖 書解説書 『建徳的講話』で は 実名 を用 い て い るか ら 、 何

もか も仮名 に した とい うわ けで もない 。

　実 は セ ー レ ン は三 十 四歳 よ り八 年 も長 生 き して い るの で 、 そ の 間 に 『わ が

著 作 活動 の 視 点 』 と題 す る
一 文 を草 し 、 これ を唯 一 人生 存 して い た 長 兄 ペ ー

ダ ー ・キル ケ ゴ ー ル （TPeter 　K ．）に托 し た
。

こ こ で は彼 は 三段 階説 を改 め て 、

美 的 と倫 理的 とを
一

括 し て 美的 とな し、共 に 大衆をだ ますた め の 詐術 （独 Teu −

schung ）と称 し 、 我 々 はこ れ を排泄すべ きだ と公 言 して い る。
「排泄 」（独 Ergie−

ssen ）とは 「克服 」 で あ り 、
「超越 」 で あ っ て 、 宗教的実存の

、 それ も 内在的 で

な く超越 的の み が真実で あ る と解すべ きで あろ う。

　私 が レ ギー
ネ ・オル セ ン の 行動 に なぜ注 目 したか と問われ るな らば 、 そ の 答

え は 「キ ル ケ ゴ ー ル
ー

家の 墓 場の 構 え に あ る 」 と言 い た い
。 墓場は 前 を コ ン ク

リ
ー

トの 壁 で 蔽 われ て お り 、 入 口 に メ ラ
ー

の 墓が あ る。 メ ラ
ー （TM φ11er）は

キル ケ ゴ ー ル の 大 学生 時代の 恩 師で 、 後に親友 とな っ た が
、 早 く死 ん だ人 だ。
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そ の 門 を入 る と 、 中央 に キル ケ ゴ ー
ル の 父 と兄 と当の セ ー レ ン の 三 人の 墓石 が

合葬 されて 立 っ て い る 。 そ して 更に北側の 奥ま っ た処 に 、
レ ギー

ネ とそ の 夫 の

ス レ ー ゲル 教授 の 夫婦塚が 、 キル ケ ゴ ー
ル

ー
家を か ば うが如 き配 置で 納 ま っ て

い る。

　ス レ
ー ゲル 教授 （TProf ．　Schlegel）は 生 前の セ ー レ ン と も親 し く 、 そ の 死 後

レ ギ
ー

ネの 両親 の 勧 め で 彼 女を妻 に迎 えた の で ある 。 夫 として もふ さわ し く 、

学者 と し て も優れ た人物で あ っ た 。
レ ギー ネ もこ の 結婚 に は異論 もな く 、 添 い

とげて 夫婦 とも幸せ な長命に恵 まれ て い る 。
こ ん なス バ ラ シ イ墓場 を誰 が考 え

た の か と聞 くと 、 それ は 長兄 の ペ ー ダー
の 妻 の 出たル ン の 家の 人 だ と言 われ た 。

現在は 全体 が コ ペ ン ハ ー ゲン 市 の 管理 に な っ た 由 で あ る 。

　そ れ に し て も 、
セ

ー
レ ン の 書 を全部読 ん で 、 そ の 教え を守 っ た レ ギ ー ネ を 、

私 は 「聖女」 と呼び た い 気が して い た 。 しか しそ の 言 葉 を 口 に しか けた 時 、 墓

場 に 居 合 わ せ た 老 女 の 声 が 聞 こ えて サ ス ガ と うなつ い た。 「あの 方 は そ ん な 自

分 の 力 を誇 る よ うな人 で は あ りませ ん 。 尽 す だ け尽 した後は退 い て 、 それ を身

の 幸せ と思 うよ うなっ ま しい お 方 なん で す よ」 と
。

　ま こ と 、 こ ん な見事な 、 しか もい じらしい 人 生 を送 っ た女性 の こ とは 、 涙 な

しに は 語れ な い
。

　C ． ヤ ス パ ー ス 夫妻の戦時中の 危難とその 影響

　はや エ ビ n 一 グ を書 く順番 とな っ た 。 わ た しは 「カ ン トとヤ ス パ ー
ス 」 と題

し て 、 ヤ ス パ ー
ス 協会の 前身 も含めて 、 そ の 創 立 者 の鈴 木三 郎 さん の 言 葉 と 、

鈴木 さん と後輩 の 私 に も共 通の 恩師で あ っ た 旧制東大 の 哲学科主任 教授 、伊藤

吉之 助 先生 の 主 張 を紹 介す る つ も りだ っ た が 、 今は そ の 考 え を改め た 。

　これ か ら後 の 文 章 は 、 私の 敬 愛す る協会理 事の
一

人平野明彦君 の 報告 に基づ

い て 記す こ とにす る 。 そ の た め 平野君 は 、 ヤ ス パ ー
ス の 愛弟子 の ザー ナー 氏 の

記録 （理 想社 刊 ） を も 、 見 られ る よ うに して くだ さっ た 。 そ こ で 、
こ れか らの

主題 は 「戦時 中に お け る ヤ ス パ ー ス とそ の 妻 ゲル トル
ー

ト夫人 の 運 命 」 で あ る 。

　時代 は 第二 次世界大 戦 の さなか で あ り 、
ヒ トラ

ー
（Adolf　Hitler， 1889 − 1945 ）

を総統 （FUhler）と仰 ぐナ チ ス （NAZIS ，
　Nationale　Soziaristen）に よ る ユ ダヤ 人虐
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殺の 危険 も迫 っ て い た。 ヤ ス パ ー ス は ユ ダヤ人で あ る愛妻を 、 身を以 っ て 護 る

覚悟 で い た が 、 当初は 自身の 勤務す る大学や 、 関係す る行政官 庁 が 、 必 ず防 い

で くれ る と信 じて 、 繰 り返 しそ の 要請 を続 けて い た 。

　 と こ ろが ヒ トラ
ー

は 先ずヤ ス パ ー
ス に対 し、 そ の 妻 を離婚せ よ と強要 し、 ヤ

ス パ ー
ス が こ れ を断乎 と して 拒絶 した と知 るや 、 遂 に そ の 牙 をむ き出す に至 っ

た 。 元来 は 第
一

次大 戦 にお け る敗 戦国 ドイ ツ に 対す る勝利者側 の 過 酷極 ま る賠

償要求 と 、 それ に 伴 う戦後 の 世 界的な経済恐慌 （Panic）が ヒ トラ
ー

の 決 起 を促

した の で あ り、 当初 は選 挙で 勝 利 を 占めた こ と もあ る。 しか し
一

旦 政権 を掌握

す るや 、 反 共産主義政策 を名 目に して ユ ダヤ人殺害を始 め た の は 許 し難い 暴虐

で あ っ た。 ヤ ス パ ー ス 夫妻 はそ ん な主義者で は全 くない の に で あ る 。

　 ヒ トラ
ー

は あ らゆ る手 段 を用 い て ヤ ス パ ー
ス を抑圧 し 、

つ い に そ の 勤務す る

ハ イ デル ベ ル ク大学 よ り追放 し 、 そ の 著作活動 も禁止 した 。 ま た 夫妻 の 国外 へ

の 脱 出希 望 を含む さま ざま の 要求 を も、 関係官庁 を通 じて 悉 く拒否 し た の で あ

る。 これ につ い て の ザー
ナ

ー 氏の 記録 は詳細 を極 め て い るが 、 そ れ に よ る と親

しい 友人 た ち との 交際 も封 じ られ て 、夫妻 の 頼 るべ き道 は 総て 奪 われ て しま っ

た 。

　残 る手段 は秘密警察の 近づ く前 に
、

二 人 して その 身 の 決 着 を図 る こ とで しか

ない
。 ヤ ス パ ー ス は 知人 を介 して 青酸 カ リを手に入れ 、 日中は 戸棚 の 中に置 き 、

夜 間 は枕辺 の 机 上 にの せ て 、 万
一

の 場合 に 備 えた 。 遺言 書 も用意 し 、 こ ま ご ま

と二 人 の 最期 の 措 置 を願 っ て い る 。 何 日も何 日も 、 い や何 ヶ 月 も二 人 は 心 の 地

獄 の 中に 居 た 　　 。

　第 二 次大戦 は 1945年 に至 っ て 漸 く終 わ りを告 げた 。
ヒ トラ

ー
は ソ連 軍 の 攻 撃

で 謎 の 死 を遂 げ 、 他方 ヤ ス パ ー ス は ハ イデ ル ベ ル ク大学の 学長 と して 迎 え られ

た 。 それ で 大学 の 正 面 玄関 の 上 に 、 有名 な 「汝 自身 を知れ （希 Gnothi　Seauton）」

の 扁 額 を再 建 掲 揚 も した 。 しか し悲惨な想 い 出 しか ない 故国 に留 ま る気 に も

なれ ず 、 遂 に辞 任 して ス イ ス の バ ー ゼ ル 大学教授 に移 る こ とに な る 。 こ の 動機

に は 、
ハ イ デ ッ ガ ー

が最初師事 した 当時 の 新 カ ン ト学派 主任教授 リッ ケル ト
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3）

（Heinrich　Rickert）の 批判 もあ っ た た め 、 と言われ て い る 。

　夫妻 の 解放の 事情を知 っ て 、 各地の 高名 な学者 の 方 々 の 来援協力 も続 き 、 か
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〔エ ソ セ イ ー 特別寄稿〕

く して 今 日の 国際的ヤ ス パ ー ス 協会の 盛況 も見 るに至 っ た 。 約束 した 紙数 も尽

き 、 充分な記述 を果 す に は至 らなか っ たけれ ども、 平野 明彦理 事の 慎重な御配

慮に対 して 厚 き謝意 を述べ て 、
こ の 私の エ ッ セ イ を結ぶ こ と とす る 。

注

（1） 慣例に 従い 「新」 を 附 した が 、 当時は 「新」 は 付か なか っ た とい う河波 昌氏 の

　　　御指摘には 教え られ た （本誌 13号 48頁以下）。

（2 ） 新プ ラ トン 学派 は ア レ クサ ン ドリア ・ロ
ー

マ 学派、 シ ュ リア 学派、ア テ ナ イ 学

　　　派 に分かれ て い るが 、
一

番 穏健 なア テ ナ イ学派が狙 われ たの は気の 毒 で あ る 。

（3 ）　 リッ ケル トの 批判は 、 ヤ ス パ ー
ス が正 規の 哲学の 学習を経て い なか っ た た め だ

　　　が
、 リッ ケル トは 後にその 考えを撤回 した 。

（略記号　その 他）

希は ギ リシ ア 、独 は ドイ ツ （又 は独訳 ）、 T はデン マ
ー クの 各語音 。

因み に 、 ギ リシ ア 文 字 、
ゴ シ ッ ク文字は ロ

ー
マ ン に変 え て ある。 また デン マ

ー
ク 文字

は 、 b が p 、t は d 、 v は u 、¢ は 6 音で ある 。

なお語尾 は発音せ ず 、従 っ て Kierkegaardの 読 み はデ ン マ
ー クで は 「ケ ヤ ケ ゴ ヤ 」 で

ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （静岡大学名誉教授）
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